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⾦融サービスプラットフォーム『iBank』事業への参画に向けた協議開始について
〜 オープンAPIを活⽤したFinTechサービス連携によるローカルエコシステムの構築 〜

株式会社沖縄銀⾏（取締役頭取 ⽟城 義昭、以下：沖縄銀⾏）と株式会社ふくおかフィナンシャルグループ（代表
取締役社⻑ 柴⼾ 隆成、以下：FFG）傘下のiBankマーケティング株式会社（代表取締役社⻑ 永吉 健⼀、以
下：iBank社）は本⽇付で、オープンAPIを活⽤したFinTechサービスの連携による新たな価値の共創を⽬指し、
iBank事業への参画に向けた資本業務提携に関する協議を開始する基本合意を締結いたしましたので、お知らせいたし
ます。

１. ⽬的・背景
記

地域⾦融機関を取り巻く環境は、少⼦⾼齢化・⼈⼝減少による市場規模の縮⼩に加え、FinTech（フィンテック）など
テクノロジーの進展に伴う⾦融業の構造的変化といった課題に直⾯しており、これまで以上にテクノロジーを機動的かつ柔
軟に取り込み、戦略的に活⽤していくことが求められています。また、「お客さま起点」のビジネスモデルを深化させるべく、改
正銀⾏法では、オープンAPI（※1）への対応により、様々な事業者、サービスとの連携から⽣まれるオーフン゚イノヘー゙ションへ
の期待が⽇増しに⾼まっています。
そのような中、沖縄銀⾏は、社内外のAPIを組合せた新たな⾦融サービスを創出することで、⾰新的な顧客体験の実現

と県内事業者・ベンチャー企業とのオープンイノベーションを通じた地域経済の活性化を企図し、平成29年9⽉よりオープン
APIの構築に向けた取組みを開始しております。
また、FFGでは、スマートフォンの急速な普及や、若年世代を中⼼としたライフスタイルの変化に対応するため、「お客さま

起点」から始まるサービスイノベーションの創出に向けた取組みとして、平成28年4⽉にiBank社と共同で⾦融サービスプ
ラットフォーム『iBank』を⽴ち上げ、同年7⽉より中核プロダクトとなるスマートフォン専⽤アプリ『Wallet+（ウォレットプラ
ス）』を中⼼とした事業展開を⾏っております。
本提携では、沖縄銀⾏が構築するオープンAPIを活⽤して、iBank社が運営するスマートフォン専⽤アプリ『Wallet+』を

スピーディーかつ低コストでサービス実装することで、沖縄銀⾏の⼝座保有者（個⼈）には、⾦融と⾮⾦融、⽇常と⾮⽇
常をシームレスに繋ぐ新しいマネーサービスの体験を提供すると共に、iBank社の様々なマーケティングソリューションを活⽤し
て、各種⾦融サービスの利⽤促進や地域のパートナー企業（法⼈）への送客機能等を提供することで、地域経済の活
性化に資するローカルエコシステムの構築を協同で⽬指してまいります。

尚、本取組みは、オープンAPIを活⽤したFinTechサービスの連携として、国内⾦融機関としては初めての⽣体認証を
活⽤した本格的な更新系API（※2）による貯蓄専⽤⼝座の開設（※3）や⼝座間の資⾦移動およびローンの借⼊・返済
を可能にするものであり、沖縄銀⾏のオープンAPIを活⽤した⾦融サービス提供の第1号案件であるとともに、iBank社に
とってもFFGグループ外の⾦融機関へのサービス提供は初めて（※4）となります。
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※1 API（Application Programming Interface）とは、外部のサーヒズとシステム連携をするためのフロ゚クラ゙ムやインターフェースの仕組み・接
続仕様をさし、 オープンAPIとは、契約を締結した外部企業に対し、APIの仕様を公開することを意味します。銀⾏システムのオープンAPI化
により、外部企業が銀⾏の勘定系・情報系システムが持つ⾦融機能やデータを活⽤したサービスを提供することが可能となります。

※2 銀⾏におけるオープンAPIは、「参照系API」と「更新系API」の2種類に⼤別されます。参照系APIは、⼝座残⾼や取引履歴等の⼝座情報
の取得等の機能、更新系APIは⼝座開設申込や資⾦移動の申込処理の機能を有します。本件では、⽣体認証を活⽤した参照系・更新
系の双⽅のAPIを活⽤したサービスを提供する予定です。

※3 貯蓄専⽤⼝座の開設等については、iBanK社が提携⾦融機関を所属銀⾏として⾏う媒介取引（銀⾏代理業務）となります。
※4 iBank社では、FFG傘下のグループ銀⾏にスマートフォン専⽤アプリ『Wallet+』を提供（福岡銀⾏は平成28年7⽉から、熊本銀⾏・親和銀

⾏は平成29年10⽉からサービス提供開始）していますが、FFGグループ外の銀⾏へのサービス提供は本件が初めてとなります。

２. 本提携（基本合意）の主な内容

iBank事業の概要iBankiBank事業の概要事業の概要

（１）iBank事業への参画および業務提携の内容
①iBankサービスのコアプロダクトであるスマートフォン専⽤アプリ『Wallet+』の導⼊および運営
②iBankサービスを核とするローカルエコシステムの構築（パートナー企業の開拓⽀援）
③iBankサービスを活⽤したマーケティングの⾼度化
④上記の実現に資する⼈材交流およびその他関連する業務における提携

【 iBankを構成する3つのプラットフォーム】

iBankシステムiBankシステム 銀⾏システム銀⾏システム

【本件連携（API活⽤）のイメージ】
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APIAPI
基盤基盤
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iBank
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⼝座開設
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指⽰
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沖縄銀⾏がiBank社が実施する第三者割当増資を引き受け、第三者割当増資後の発⾏済株式総数の⼀定割
合を取得する予定です。提携の具体的な内容、条件等につきましては、別途当事会社間で協議のうえ、検討を進め
てまいります。

（２）資本業務提携の内容
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『iBank』は、スマホ／モバイルファースト時代に即した新し
い顧客体験・価値を提供することを⽬的に、⾦融と⾮⾦融、
⽇常と⾮⽇常をシームレスに繋ぐマネーサービスとして、参
画銀⾏とiBank社が共同で展開する事業ブランドの総称
です。

『iBank』では、3つのプラットフォームにより、ローカルエコシス
テム型のビジネスモデルの構築・展開を⽬指し、様々な業
界・業種の事業パートナー（異業種）との連携を進めるこ
とで、個⼈のお客さまには、⾦融と⾮⾦融が融合した新し
い体験（例えば、お客様の預⾦⽬的や趣味嗜好に応じた、
最適な情報やクーポンを最適なタイミングでお届けする
等）を、法⼈のお客さまには、これまでにないデジタルマーケ
ティングの機会等の提供を⽬指しています。

I. ⾦融サービスプラットフォーム
II. マーケティングプラットフォーム
III. エコシステムプラットフォーム
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i. 商号 iBank マーケティング株式会社
ii. 所在地 福岡市中央区⻄中洲 6番 27 号
iii. 代表者⽒名 永吉 健⼀
iv. 事業内容 情報処理および情報通信サービス業
v. 設⽴ 平成28年4⽉1⽇
vi. 資本⾦ 1,140百万円（資本準備⾦含む）
vii. 主要株主 株式会社FFGベンチャービジネスパートナーズ

② iBankマーケティング株式会社の概要

① 株式会社沖縄銀⾏の概要
i. 商号 株式会社沖縄銀⾏
ii. 所在地 那覇市久茂地3-10-1
iii. 代表者⽒名 ⽟城 義昭
iv. 事業内容 銀⾏業
v. 設⽴ 昭和31年6⽉21⽇
vi. 資本⾦ 227億25百万円

（３）資本業務提携の当事会社の概要

本件による沖縄銀⾏およびFFGの連結業績に与える影響は軽微であると⾒込んでおりますが、開⽰の必要性が⽣じた
場合には速やかに開⽰いたします。

３. 今後の⾒通し

本件に関するご照会先
沖縄銀⾏ 総合企画部 TEL 098－869－1253
ふくおかフィナンシャルグループ 営業戦略部 TEL  092－723－1999
iBankマーケティング 事業開発部 TEL  092－791－7977

以 上

【ご参考】 iBank社が提供・運営するスマートフォン専⽤アプリ『Wallet+』について

Wallet+は平成28年7⽉に福岡銀⾏への導⼊を第1弾として取扱いを開始し、平成29年9⽉時点で23万ダウン
ロードを突破。今秋より、熊本銀⾏および親和銀⾏での取扱いを開始いたします。
Wallet+は提携⾦融機関の⼝座を登録いただくことで、⼝座残⾼や収⽀の明細が⼿軽に確認でき、アプリ内で貯蓄
専⽤の⼝座を開設して貯蓄ができる⾦融機能および、お⾦にまつわる情報コンテンツの配信やパートナー企業から提供
されるお得なクーポンの提供といった⾮⾦融機能を搭載しているスマートフォン専⽤のアプリです。また、平成29年7⽉に
は、提携⾦融機関のカードローン商品をお持ちのお客様に対し、アプリから簡単にお借⼊およびご返済ができる「かりる機
能」や、株式会社お⾦のデザインが運営する投資⼀任運⽤サービス「 THEO+ 」に接続し、アプリを経由した資産運⽤
商品のお申込み・ご契約が可能となる「ふやす機能」も加わる等、新しいマネーサービスの在り⽅をご提案する商品です。

残⾼確認残⾼確認 収⽀管理収⽀管理 資⾦振替資⾦振替 ⽬的預⾦⽬的預⾦ クーポンクーポン

夢までの距離が⾒えるお⾦管理アプリ Wallet+ サービスイメージ


